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バックパッカーと 

生粋のダイバーが 

混在する楽園 

タオ島 

　タオ島はマレー半島を挟んで東側のシャム湾に浮かぶ、南北に7km、

東西に3kmの小さな島。サムイ島から約60km北にあるこの島は、近

年、日本でもダイビングエリアとして注目されている。以前は世界各

国からやって来るバックパッカーの島として有名だったが、現在はダ

イビング目的に来島するゲストも多く、その2種類の旅行者が混在し

ている。タオ島を含むシャム湾は大きな内湾で、独特の生態系も持つ

不思議な海。ジンベイザメとの遭遇が期待されるチュンポンピナクル

などの3大BIGポイントやビーチエントリーでもフィシュウォチングが楽

しめるサイリービーチなどタオ島でのダイビングは魅力満載だ。 
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夕暮れ時、サイリービーチはロマンティクな楽園の時間に変化する（左）ナンユアン島の
頂上からの眺めはとても美しい（写真・越智隆冶／中）１日のダイビングを終え、サイリー
ビーチに帰ってきたダイバーたち（右）

Information Link 情報HPへジャンプ 

http://www.club-azul.com/tao/index.htm
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　タオ島のポイントがあるシャム湾は広大なエリア

の浅場で、最大水深でも60〜70m。大物との遭遇率が

高い、チュンポンピナクルやサウスウエストピナクル、

セイルロックはその浅場に突然として現れる巨石の

ポイントで、様々な魚の格好の隠れ家であり、多種多

様な海洋生物の集合地となっている。透明度が安定し

ないため、マクロの小さな生物が注目されがちなタオ

島だが、実は、圧倒的な魚群を誇るBIGポイントが3つ

も存在している。

　驚くのは潮の流れがほとんどないに魚影の濃さは

抜群で、沖合いのポイントでありながらもビギナーか

らエントリーすることができるが魅力。特にチュンポ

ンピナクルやサウスウエストピナクルはタオ島から

も近く、気軽にデイトリップで楽しむことができ、ワ

ンランクアップのスキルの必要とするアドバンスの

ポイントというイメージはない。今回、遭遇したホソ

ヒラアジとキンセンフエダイの群れは、遠くから確認

した時はまるで雲のように中層に浮き、近づくと、パ

ックリと私を飲み込んでしまった。その豪快な食いつ

き方に戸惑いながらも幸せな気持ちでいっぱいにな

るポイント。セイルロックは地形と大物を楽しむこと

ができる。巨石の浸食により出来たチムニー（トンネル）

と呼ばれる竪穴があったり、ギンガメアジの壁や100

匹を越すツバメウオの群れ、バラクーダの群れなど見

所はたくさん。カジキと遭遇することもあるという。

また、ツキチョウチョウウオの群れや根一面に広がる

イソギンチャクとハナビラクマノミなど、シーズンを

問わず、他の海では見られない一風変わったタオ島な

らではの景観も楽しむことができる。
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3 大 B I Gポイントの魅力  
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ホソヒラアジの群れ、全体は
トルネードのように渦を巻
いていた（上左）
ツキチョウチョウウオの群
れは、タオ島でしか見られな
い珍風景（上右）
ビッグブルーのダイビング
ボート「バンザイ号」は居心
地抜群（左）

Information Link 情報HPへジャンプ 

http://www.club-azul.com/tao/index.htm

 大きなチムニー（トンネル）など面白い地形ポイントでもあるセイルロック ハナビラクマノミの群生。その数の多さは半端ではない
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　透明度は決して良い海とは言えない栄養豊富なタ

オの海は、マブールやシパダンの海の色に似ているの

か知れない。

　タオ島の海の特徴は偏った生物層で、他の海域では

珍しい生物が多い。逆にいえば、一般種は少ない＝弱

点ではなく、それが、この海の特徴であり、好みの面白

さでもある。ハナダイ類はアカオビハナダイだけで、

ヤッコ類はワヌケヤッコとロクセンヤッコの2種類の

み。人気のあるゴルゴニアンシュリンプはホストなる

ムチヤギ類が多いせいか、たくさん見つかる。

　またタオ島のマクロ住人で特に面白いのが、ハゼの

仲間である。全然ダイバーを気にすることもなく、砂

地のあちらこちらでたくさん見かけることができる。

黒＆黄色のギンガハゼのペア、求愛ディスプレイする

オイランハゼ、そしてメタリックシュリンプゴビーに

ミジンベニハゼと人気種が勢揃い。一度ガイドさんに

見つけ方のコツを教えてもらうと、自分でも、どんど

ん探せるようになる。そして、嬉しいのが全然逃げな

い個体が多いこと。カメラのレンズを鼻先いっぱいま

で近づけても逃げる気配がない。その他にアカオビハ

ナダイの紳士協定であるクラスダーリングやウケク

チノホソミオナガノオキナハギという日本一長い名

前をもつ魚などもチェックしたい。

　広大なシャム湾で偏狂的なマクロの生物と対峙する。

これもタオ島でのダイビングの魅力のひとつだ。

　南北に2kmに延びるビーチにあるビッグブルーの

オリジナルポイント。潜水エリアが広大なため、ビー

チエントリー、若しくはボートダイビングで楽しむこ

とができる。なだらかに落ち込む傾斜で、波うち際か

ら傾斜、サンゴ礁、砂地など異なったエリアがあり、そ

こに生息する多種多様な生物を楽しむことはできる。

トウアカクマノミのコロニーやオイランハゼの求愛

ディスプレー、ハゼ各種など見どころはたくさん。また、

スズメダイやチョウチョウウオ、キンチャクダイなど

の幼魚の隠れ場となっている。3大BIGポイントと2本

柱でもある人気の高いポイント。ビッグブルーではガ

イド付きで1〜2時間かけて、じっくりこのサイリー

ビーチを観察、又は撮影できるダイビングスタイルも

用意している。
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偏狂的タオ島マクロ街道  

バックパッカーと生粋のダイバーが混在する楽園 タオ島 

サイリービーチ  
S a i  R e e  B e a c h
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（写真上左から順に）オイランハゼの求愛ディスプレイ（写真・越智隆冶）／イソギンチャクの超接写／縄張りを守るメタリックシュリンプゴビー（写真・越智隆冶）／サンゴの隙間に居た貝の種類を超接写。まるで怪獣・カネゴ
ンのよう／ギンガハゼの超接写。ひょうきんな顔がかわいい／黄色と黒のギンガハゼのペアもよく見かける／ゴルゴニアン・シュリンプの超接写。色のバリエーションも豊富／タオの海の紅一点、アカオビハナダイ（写真・越
智隆冶）／ 高台からサイリービーチの一部を見下ろす

Information Link 情報HPへジャンプ 

http://www.club-azul.com/tao/index.htm
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神出鬼没のジンベイザメ
　遭遇率自体は、「ジンベイザメに会える海」と呼ばれ

ている他の海に比べると低いが、一度、出現すると、ポ

イントの周辺をグルグルと回遊するため40〜50分間

は十分に一緒の泳げてしまうというから驚き。また、

ほとんど潮の流れがなく、ビギナーからも楽しめるポ

イントで遭遇できるということも嬉しい。ジンベイザ

メは何度もダイバーの間を泳ぐので、フィンキックを

して追いかける必要もなく、ガイドさんの指示に従っ

て、待っていると、ジンベイザメが向こうからやって

くるという。また、一緒に泳いでいる時間が長いので、

簡単なデジタルカメラでもジンベイザメに慣れ、落ち

着いて写真が撮れる。その証拠に、ビッグブルーのHP

の ジ ン ベ イ ・ フ ォ ト ・ コ ン テ ス ト

http://www.bigbluediving.jp/を見て頂きたい。撮影

したのはビギナーからベテランまで、実に様々な角度

やカメラでジンベイザメを激写している。驚くのはた

くさんのダイバーに囲まれるジンベイザメの写真、よ

く言われるダイバーの吐くエアーを嫌がることもなく、

むしろ好んで遊んでいると言う。

　遭遇できるポイントは3大BIGポイント（チュンポン

ピナクル、サウスウエストピナクル、セイル ロック）で、

素通りする個体もいるが、ラッキーな場合だと、一日

中〜約1週間は同じポイントに居付くという。タイミ

ングが合えば、「もうジンベイザメは充分！」という贅

沢なダイビングも⋯⋯。

　ジンベイザメにシーズンはなく、基本的に通年見ら

れる可能性がある。特に水温が高くなることが関係す

るのか、4〜5月の間が一番遭遇率が高い。また、11〜1

月は海のコンデイションが安定しないため、ジンベイ

ザメとの遭遇率が高い、3大BIGポイントへのアクセス

が悪くなるので可能性は減少する。

トウアカクマノミの物語
　タオ島でのダイビングで是非、参加して欲しいもの

のひとつが、トウアカクマノミの産卵＆ハッチアウト。

今回、現地でお世話になったビッグブルーは2001年

の1月より定点観測を精力的に行っている。ショップ

目の前のサイリービーチには、トウアカクマノミのコ

ロニーが３０ヶ所あり、それぞれのトウアカクマノミ

を、長期観察、データーベース化することで、ほぼ100

％近い確立でトウアカクマノミのハッチアウトに立

ち会えることができる。

　各コロニーのメスの成熟度により、産卵サイクルが

違うため、1ダイブで、様々なステージの卵の段階が見

られ，物語を紡ぐようにハッチアウトまで楽しむこと

ができる。

　このタオ島のトウアカクマノミに関しては、生態な

どで有名な水中写真家の大方洋二さんに「トウアカク

マノミに関して世界一ですね」と唸らせたほど。他の

海とは違い、年間を通していつでも産卵＆ハッチアオ

ウトを行っているため、観察が簡単なのだ。また、これ

は決してマニアックな生態好きのダイバーのための

ものではなく、一般のダイバーにも楽しんでタオ島な

らではのエンターテイメントだ。
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ハッチアウトを助けるお母さんクマノミ（写真・大村健／左上）
こんな感じで、撮影することができる（左下）
感動のハッチアウトの瞬間。誰もが生命の神秘を感じるという（写真・大村健／上）
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ビッグブルー ダイビングタイランド 
　タオ島で唯一の日本人のSHOPを構えるダイビングリゾート。マレー半島の太平洋側であるタオ島とインド洋

側であるアンダマン（カオラック）に拠点を置き、年間を通して海のハイシーズンをゲストに提供している。スタ

ッフは総勢約10名で、シーズンによって多少の変動はある。ビッグブルーのハウスリーフでもあるサイリービー

チでのトウアカクマノミの定点観測などの生態観察にも定評があり、スタッフ自身も水中撮影を行うのでフォト

派ダイバーへのケアも抜群。大村健さんを初め、「ビジュアル系のサービス？」とのこと（笑・スタッフ談）。リピー

ターも多く、現地で知り合ったゲストがタオ島で再会することもよくあるとのこと、ひとりで来島しても、すぐに

仲間になれる雰囲気作りができている。（http://www.bigbluediving.jp）

タイの二つの海
　タイは、非常に細い長い半島『マレー半島』に区切ら

れた、二つの全く異なる海『太平洋シャム湾』と『イン

ド洋アンダマン海』を持ちます。二つの海は、正反対の

シーズナリティーを持ち、シャム湾は春から夏に、ア

ンダマン海は冬場にシーズンを迎えます。つまり、タ

イの海は、一年中どちらかにハイシーズンの海を持っ

ています。それぞれ異なる特徴を持ち、独特の生態系

が育まれているため、同じタイの海とはいえ、全く異

質のダイビングを楽しむことが出来ます。シャム湾は

閉鎖的な海域で、他の海では見られない、珍しい生物

が普通に見られたり、求愛や産卵などの生態のドラマ

を狙いに行くのも簡単な環境が揃っています。アンダ

マン海には日本人ダイバーにとっては、珍しいインド

洋やアンダマン海ならではの固有種がたくさん見ら

れます。どちらも面白く、長い間潜っていても、毎日新

しい発見で一杯で飽きません。タイの海の持つポテン

シャルを引き出すことに熱中しています。

フォトフィールド、タオ島
　ジンベエ、群れ、マクロ。タオ島で撮影しているとき

に思うのは、「撮りやすいぞっ、ココ！」ですね。歩いて

0分、ショップの目の前水深1メートルのオイランハ

ゼディスプレイやトウアカクマノミのハッチアウト

などをハウスリーフで難なく撮影。近場ポイントでは

レンズとハゼの距離が10cmなんてあたりまえ！近寄

りすぎて引っ込ませてしまっても違う個体がすぐ横

にいるので全く気にせず大胆に近寄ることが出来ます。

さらにボートで30分程行くだけの深場ポイントでは、

フイッシュアイで有り余るほどのホソヒラアジの大

群に超接近。果ては一度ジンベエが出始めたら、チュ

ンポンピナクルで毎日撮影練習。ログ付けは明日のジ

ンベエ撮影討論会です。様々な撮影対象をポイントへ

のアクセスの良さと生物へのアプローチのしやすさ

で決定的瞬間、最高の一枚をゲット！撮れば撮るほど

上手くなる、フォトフィールドとしてのタオ島をご賞

味ください。

ハッピー・タオ島・ライフ
　先日、ネットサイトで『南の島移住計画』を見てると、

住みたい島で我がタオ島がランクインされてました。

世界中のあらゆる海、島がある中でタオは間違いなく

スペシャルな場所の一つです。一言でいうとダイバー

にとってバランスの取れた島。小さな島ですが、周り

にはダイブサイトが点在していて、移動距離が短く、

無理なく1日5ダイブが可能。ダイブサイトには巨大

な隠れ根があり、流れが無いのに大物回遊魚にも出会

えます。そして島ライフは自然が残り、小さい島だけ

にどこにいても、海を感じることが出来ます。夜は満

点の星が当たり前。素朴だけど田舎過ぎず、レストラ

ンも充実。昼間はダイビング、夜はゲストと共に食の会。

タイ料理はもちろん、イタリアン、メキシカンなどの

美味しく、値段は安くレベルは高い！もともと札幌育

ちの私は南の島で暮らすのが夢でした。ダイビングが

あり、椰子の木があり、満天の星に囲まれる暮らしは

私のハッピーライフなのです。

生命のドラマを感じる海
　年中穏やかなタオの海、同じ水中生物をひたすら眺

めていることができるのも魅力の一つ。毎日同じ場所

で同じ魚たちに出会っていると彼らの生活を垣間見

ることができます。中でもここ数年ショップで力を入

れているのが、目の前のサイリービーチに生息するト

ウアカクマノミの生態観察。「今日はどこの子が卵産

んでるかな？」と、暇を見つけては約30ヶ所のコロニ

ーを定点観測しています。気軽に行けるのでファンダ

イバーのお客さんともしょっちゅう潜れます。運がよ

ければ丁度産卵の場面に遭遇することも。多少マニア

ックなダイビングですが、ここで初めて生態にはまっ

た方も多いのでは？日々のデータをもとに随時ハッ

チアウトツアーを開催しており、これまでもたくさん

のお客さんと一緒に見に行きました。ハッチの瞬間は

何回見ても本当に素敵。小さな卵たちが一気に夜の大

海原へ旅立って行く光景に見惚れます。タオ島にお越

しの際にはぜひ見ていただきたいですね。

タイの持つ海の魅力を引き出

すべく、二つの大洋を又にかけ

活躍中。趣味は水中写真で、愛

を込めて我が海を撮り続ける。

大物、マクロ、レア物、生態、カメ

ラ、何でもお任せ！

ビッグブルーの 

スタッフ 
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大村 たけし
ビッグブルー日本人代表

タオ島店の現場の切り盛りを

担当。キメの細かいガイディン

グやティーチングにも定評あり。

暇を見つけては水中写真に没

頭する、根っからのフォト派ダ

イバーでもある。

楠 哲也
ビッグブルータオ島店
マネージャー

札幌出身だが、南の島に魅せられ、

気付けば島暮らしを始めては

や⋯⋯年。海の魅力、

特にマクロの世界にどっぷり

ハマってしまった。趣味は美白

ですが、毎日潜ってます。

手嶋 菜穂美
ダイビングインストラクター

若手のホープと言いながら、既

にタオ島歴は5年を数え、タオ

島の海だけで3000本近くのダ

イブをこなしている実力派。三

度の飯より海が大好き。休日も

返上で潜り続ける。

岡田 明日香
 ダイビングインストラクター
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　タオ島には4、5星の高級リゾートはないが、素朴

なコテージタイプからナチュラルでセンスの良い

リゾートまで、旅の目的にあったリゾートを選択で

きる。

とことんダイビングを堪能したい方にお薦め

ビッグブルーダイビング・リゾート 
　ダイビングに対するアクセスの良さを重視する

のならば、ビッグブルーダイビング・リゾートがお

薦め。ダイビングセンターのエリア内にあるリゾー

トで、ボートが出る海岸線にあり、目の前のビーチ

からダイビングボートが出航したり、ビーチダイビ

ングにエントリーできるので何かと便利。室内はシ

ンプルだが、エアコン、温水シャワー、バスタブ、冷

蔵庫を完備。リーズナブルに旅を楽しみたい方のた

めのリゾート。また、観光客で賑わうサイリービー

チの真中に位置し、コンビニ、レエストラン、バー、

銀行、インターネット、マッサージ屋などが近くに

ある。

のんびりリゾート気分を満喫したい方にお薦め

コ・タオ・カバナ 
　サイリービーチの北端の高台に位置し緑に囲ま

れたセンスの良いリゾート。広大なエリアをふんだ

んに使い、自然の巨石や巨木はそのままに自然と調

和したリゾートの設計となっている。コテージや

WHITE　SAND（ホワイトサンド）と呼ばれる円形の

バンガローもこだわりのある内装で、半屋外のシャ

ワールームなど南国リゾートの雰囲気を満喫する

ことのできる。コテージのテラスやレストランから

水平線に沈む夕日を楽しめるなど最高のロケーシ

ョン。アフターダイブはのんびりと過ごしたい方に

お薦め。日本人専用SHOPのビッグブルーチャバま

で徒歩6〜7分。

　タオ島の西岸に広がる島で一番大きなビーチで南

北2kmに渡る。ビーチ沿いには遊歩道があり、コンビニ、

レストラン、バー、銀行、インターネット、マッサージ

屋などが軒を連ねる。ここ数年でいろんなお店ができ、

大変便利になり、散策するのも簡単。世界各国からの

バックパッカーや観光客で賑わう。タオ島の魅力は片

意地の張らない自由な雰囲気や居心地の良さ。「ザ・ビ

ーチ」の原作の舞台のひとつでもあり、楽園を探す気

分な若者も多く、またそのエネルギーに溢れている島

でもある。

タオ島の陸＆ホテル  

Web-lue 2005. Summer
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サイリービーチ  
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世界中の若者がこのビー
チを求めてやってくる（サ
イリービーチ／上）
自由な雰囲気に溢れるビ
ーチ（右）
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　タイ料理やイタリアンなどの欧米系

のレストランが多い。タオ島、特にイタ

リアンは本格的な味が楽しむことがで

きる。予算はタイレストランの場合、ビ

ール1本飲んで、50〜100バーツ。イタ

リアンの場合は150〜300バーツで楽

しむことができる。SHOPで知り合っ

たダイバー仲間などと大勢で食事に行

けば、様々な料理を楽しむことができ、

かつリーズナブルになるのでお得。

　クラブアズールは、ホテルからサムイ島からタオ

島に渡る高速フェリーの港まで、専用車で送迎して

くれる。

　タオ島行きのフェリーの港までの移動が、わかりづ

らく、また、荷物の多いダイバーは船会社の送迎だと、

ギュウギュウで大変。クラブアズールなら専用車＋日

本語を話すことができるガイドがサポートしてくれ

るので、早朝の移動も快適＆スムーズに行なうことが

できる。

　サムイ島はタイで3番目に大きい島で、プーケット、

パタヤに続くタイの有名リゾート地。近年リゾート化

が進み、高級ホテルやレストランなどで賑わう。特に

島の東側チャウエン・ビーチはサムイ島でもっともに

ぎやかなエリアで、昼間と夜はまた違った雰囲気を持

ち、ショッピングや観光、スパなど楽しむことができる。

リゾートもナチュラル志向のものからデザイナーズ

ホテルまであり、好みに合った滞在先を選択できる。

※クラブアズールでは、バンコクでも出発までバンコ

ク観光オプショナルツアーで楽しむことができる。

クラブアズールなら、 
サムイ島での移動も 
スムーズにサポート 

現地ガイドおススメ 
レストラン  

アフターダイブはスパタイム 

タオ島からサムイ島へ  
午前中に移動して、 
サムイ島観光を楽しむ。 
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Thipwimarn
（ティプウイマン）

 海を一望できる高台にあり、眺望がとて

も良い。現地でもお薦めのタイレストラン

で、半屋外と屋内のテーズル席がある。午

後のひと時をのんびり過ごしたい方にお

薦めで、サンセットなども楽しむことがで

きる。

お薦めはマサマンカレー（120バーツ）

Farango Pizzeria
（ファランゴ ピッザリア）

 ビッグブルーのスタッフがオススメの

イタリアン・レストラン。通りに面したオ

ープンテラスがオシャレな店舗で、本格

的なイタリア料理を安価で楽しむことが

できる。ビーフのカルパッチョ180バーツ。

ピッツァ120〜240バーツ、パスタ90か

ら330バーツ、ビール60バーツ〜。

（05年6月現在、1バーツ＝約2.7円）

Orchid Spa （オーキッド・スパ）

　サイリービーチにあるタイマッサージ屋で、ビッグ

ブルーから歩いて約10分。気軽に行けるため、ダイビ

ング後のマッサージなど日本人ゲストにも人気のお店。

お薦めのマッサージは2時間約400バーツ

Jamahkiri （ジャマキリ）

　緑に囲まれた高台にあるスパの総合施設。タイマッ

サージ、オイルマッサージ、フェイシャル、ボディラッ

ピングなど様々なメニューが用意されている。広い施

設内にはレストランやバーもあり、アフターダイブで

半日はのんびりと過ごすことができる。島の南端に位

置するため、専用の送迎車で迎えに来てくれる。

サムイ島情報  
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